
 

英語構文８０の演習⑨  ４１－４５ 

 

Check English Japanese Check 

 

41  分詞構文分詞構文分詞構文分詞構文 

  現在分詞(動詞＋ing)で、｢～した時｣｢～なので｣｢～だけど｣｢～しながら｣という意味を表します。 

  これは｢接続詞＋主語｣を省略した表現です。 

    When he swam to the shore,  岸に泳ぎ着いた時に     

    Swimming to the shore,  岸に泳ぎ着いた時に     

    Though I admit what you say,  君の言うことは認めるけど     

    Admitting what you say,  君の言うことは認めるけど     

 

42  完了形完了形完了形完了形のののの分詞構文分詞構文分詞構文分詞構文 

    より過去の出来事や完了を表す場合、｢having＋過去分詞｣を使います。 

  例）Having learned English, I could buy it.｢英語を勉強していたので、それを買うことが出来た｣ 

    Having cleaned his room, he went out. 部屋を掃除して、彼は出かけた     

    Having worked a lot, I feel tired. たくさん働いたので、私は疲れを感じる     

    Never having seen a mongoose,  マングースを見たことがないので、     

    Never having heard the story, その物語を聞いたことがないので、     

 

43  受受受受けけけけ身身身身のののの分詞構文分詞構文分詞構文分詞構文 

  ｢being＋過去分詞｣、完了の受け身は｢having been＋過去分詞｣になります。 

  このbeing やhaving been は省略することができます。 

    (Being) used carefully,  注意深く使われると、     

    (Having been) used carefully, 注意深く使われたので、     

    (Being) seen by many people, たくさんの人に見られると、     

    (Having been) seen by many people, たくさんの人に見られたので、     

 

44  独立分詞構文独立分詞構文独立分詞構文独立分詞構文 

  分詞の主語と主文の主語が違う場合、分詞の主語は分詞の前に置かれます。 

  独立分詞構文の決まり文句も覚えましょう。 

    The signal turning red, he stopped. 信号が赤に変わったので、彼は止まった     

    It being cold, we stayed at home. 寒かったので、私達は家にいた     

    frankly speaking 率直に言えば     

    speaking of World Cup  ワールドカップと言えば     

 

45  ｢｢｢｢with ～～～～ 分詞分詞分詞分詞｣｣｣｣ 

  ｢～を…して｣｢～を…されて｣という意味です。 

  分詞の代わりに形容詞や副詞がくることもあります。 

    She fell asleep with her TV turned on. 彼女はテレビをつけたまま眠りについた     

    He listened with his eyes closed. 彼は目を閉じて聴いた     

    Don’t speak with your mouth full. 口をいっぱいにして話してはいけません     

    He walked with his book in his arms. 彼は本を腕に抱えて歩いた     

    ←        Date        →     

    ←               Mistake              →     

 

 

 

 

 

 

 

 

英語構文８０の演習⑩  ４６－５０ 

 

Check English Japanese Check 

 

46  ｢～｢～｢～｢～するとすぐにするとすぐにするとすぐにするとすぐに｣｣｣｣①①①① 

｢as soon as ～｣ ｢the moment(instant/minute) ～｣ 

  ｢directly(immediately) ～｣ 

    Call me as soon as you get home. 家に着いたらすぐ電話しなさい     

    The moment the wind blew in, ～ 風が吹き込んだとたんに、～     

    Come to my room the minute you arrive. 到着したらすぐ私の部屋に来なさい     

    I left home directly I read the letter. その手紙を読んですぐ私は家を出た     

 

47  ｢～｢～｢～｢～するとすぐにするとすぐにするとすぐにするとすぐに｣｣｣｣②②②② 

  ｢had no sooner 過分 than ～｣、｢had scarcely(hardly) when(before) ～｣ 

  no sooner/hardly/scarcely が文の頭に来ると、主語と動詞(had)が疑問文の順になります(倒置)。 

    I had no sooner shut the door than ～ ドアを閉めるとすぐに～     

    No sooner had I shut the door than ～ ドアを閉めるとすぐに～(倒置)     

    I had scarcely left home when ～ 家を出るとすぐに～     

    Scarcely had I left home when ～ 家を出るとすぐに～(倒置)     

 

48  ｢～｢～｢～｢～してしてしてして初初初初めてめてめてめて(やっとやっとやっとやっと)…………するするするする｣｣｣｣ 

  ｢It is not until ～ that …｣ 

  not until が文の頭に来ると、主語と動詞が疑問文の順になります(倒置)。 

    It was not until May that he started. ５月になってやっと彼は出発した     

    Not until May did he start. ５月になってやっと彼は出発した(倒置)     

    It was not until May that I finished it. ５月になってやっと私はそれを終えた     

    Not until May did I finish it. ５月になってやっと私はそれを終えた(倒置)     

 

49  部分否定部分否定部分否定部分否定 

  every/always/all/both/quite などに否定の語がつくと、｢～とは限らない｣という意味になります。 

  not very は｢あまり～ではない｣という意味です。 

    Not all Japanese like Sushi. 全ての日本人が寿司を好きとは限らない     

    I don’t know both of them. 私は彼ら両方を知っているわけではない     

    I don’t always play basketball. 私はいつもバスケをするとは限らない     

    It is not very sweet. それはあまり甘くない     

 

50  ｢Ａ｢Ａ｢Ａ｢ＡでででではなくはなくはなくはなくＢ｣Ｂ｣Ｂ｣Ｂ｣ 

  ｢not A but B｣ ｢not because A but because B｣は｢ＡだからではなくＢだから｣という意味です。 

  ｢not A but B｣が主語になる場合、動詞はＢに合わせます。 

    The party is not today, but tomorrow. パーティーは今日ではなく明日だ     

    A bat is not a bird but a mammal. コウモリは鳥ではなく哺乳動物だ     

    Not Bob but I am wrong. ボブではなく私が間違っている     

    Not they but Tom is right. 彼らではなくトムが正しいです     

    ←        Date        →     

    ←               Mistake              →     
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51  ｢～｢～｢～｢～だからといってだからといってだからといってだからといって…………ではないではないではないではない｣｣｣｣ 

  ｢not … because ～｣ 

  because の前に just/simply｢単に｣という語がつくこともあります。 

    I don’t like him because he is rich. 彼が金持ちだから好きなわけではない     

    I don’t like him just because he is rich. 単に彼が金持ちだから好きなわけではない     

    I don’t like her because she is cute. 彼女がかわいいから好きなわけではない     

    I don’t like her just because she is cute. 単に彼女がかわいいから好きなわけではない     

 

52  ｢Ａ｢Ａ｢Ａ｢ＡだけでなくだけでなくだけでなくだけでなくＢＢＢＢもももも｣｣｣｣ 

  ｢not only(merely/simply/just) A but (also) B｣、｢B as well as A｣ 

    どちらの表現も動詞はＢに合わせます。 

    He is not only an actor but a director. 彼は俳優だけでなく監督でもある     

    He is a director as well as an actor. 彼は俳優だけでなく監督でもある     

    Not only he but we are of your opinion. 彼だけでなく私達も君の意見に賛成だ     

    We as well as he are of your opinion. 彼だけでなく私達も君の意見に賛成だ     

 

53  ｢｢｢｢…………しすぎることはないしすぎることはないしすぎることはないしすぎることはない｣｣｣｣ 

  ｢cannot … too ～｣ 

  enough や impossible やover のつく動詞を使って表すことも出来ます。 

    You can’t be too careful when you drive. 運転する時は注意しすぎることはない     

    We can’t estimate him too much. 彼を高く評価しすぎることはない     

    We can’t overestimate him. 彼を高く評価しすぎることはない     

    It’s impossible to overestimate him. 彼を高く評価しすぎることは不可能だ     

 

54  ｢～｢～｢～｢～すればすればすればすれば必必必必ずずずず…………するするするする｣｣｣｣ 

  ｢never(can’t) ～ without …｣、｢whenver ～｣ 

  never の代わりにseldom やhardly を使うと｢～すればたいてい…する｣という意味になります。 

    We never met without quarreling. 私達は会えば必ずけんかした     

    Whenever we met, we quarreled. 会うときはいつでも、私達はけんかした     

    We seldom met without quarreling. 私達は会えばたいていけんかした     

    Father never speaks without lecturing. 父は話すと必ず説教になる     

 

55  ｢｢｢｢どうしてもどうしてもどうしてもどうしても～～～～してしまうしてしまうしてしまうしてしまう｣｣｣｣というというというという表現表現表現表現 

  ｢cannot help ～ing｣、｢cannot help but ～｣ 

  過去の文はcan の代わりにcould を使います。 

    I cannot help laughing at his jokes. 彼のジョークにどうしても笑ってしまう     

    I cannot help but laugh at his jokes. 彼のジョークにどうしても笑ってしまう     

    I couldn’t help wondering his safety. 彼の安全をどうしても心配してしまった     

    I couldn’t help but wonder his safety. 彼の安全をどうしても心配してしまった     

    ←        Date        →     

    ←               Mistake              →     
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56  ｢～｢～｢～｢～することはすることはすることはすることは出来出来出来出来ないないないない｣｣｣｣ 

  ｢There is no ～ing｣ 

  ｢It’s impossible to ～｣で言い換えることも出来ます。 

    There is no telling what may happen. 何が起こるのかを言うことは出来ない     

    It’s impossible to tell what may happen. 何が起こるのかを言うことは不可能だ     

    There is no knowing the future. 未来を知ることは出来ない     

    It’s impossible to know the future. 未来を知ることは不可能だ     

 

57  ｢｢｢｢A とととと同同同同じじじじ位位位位～｣～｣～｣～｣ 

  ｢as ～ as A｣、否定にすると｢A ほど～ない｣という意味になります。 

  A の部分は、形式ばった英語ではS＋V、形式ばらない英語では名詞や代名詞を用います。 

    Tom is as old as I am. トムは私と同じ位年だ(形式ばった英語)     

    Tom is as old as me. トムは私と同じ位年だ(形式ばらない英語)     

    Tom is not as old as I am. トムは私ほど年ではない     

    I can’t swim as well as you. 私はあなたほど上手に泳げない     

 

58  ｢｢｢｢できるだけできるだけできるだけできるだけ～｣～｣～｣～｣ 

  ｢as ～ as S can｣、過去はcan の変わりにcould を使います。 

  ｢as ～ as possible｣も同じ意味です。 

    He studies as much as he can. 彼は出来るだけたくさん勉強する     

    He studied as much as he could. 彼は出来るだけたくさん勉強した     

    He studied as much as possible. 彼は出来るだけたくさん勉強した     

    as friendly a manner as possible 出来るだけ友好的な方法で     

 

59  ｢｢｢｢A のののの～～～～倍倍倍倍…………｣｣｣｣ 

  ｢～times as … as A｣、２倍はtwice、半分はhalf を使います。 

  分数は分子を基数、分母を序数で表し、分子が２以上の場合、分母の序数にs をつけます。 

    My dog is 3 times as big as yours. 私の犬は君の犬の３倍の大きさだ     

    My dog is half as big as yours. 私の犬は君の犬の半分の大きさだ     

    My dog is one-third as big as yours. 私の犬は君の犬の３分の１の大きさだ     

    My dog is two-thirds as big as yours. 私の犬は君の犬の３分の２の大きさだ     

 

60  ｢｢｢｢A ほどほどほどほど～～～～なものはないなものはないなものはないなものはない｣｣｣｣ 

  ｢Nothing is as ～ as A｣、Nothing の代わりに｢No other＋名詞｣を用いることもあります。 

  比較級を使っても同じ意味を表せます。 

    Nothing is as long as the Nile. ナイル川より長いものはない     

    No other river is as long as the Nile. ナイル川より長い川はない     

    Nothing is longer than the Nile. ナイル川より長いものはない     

    No other river is longer than the Nile. ナイル川より長い川はない     

    ←        Date        →     

    ←               Mistake              →     

 

 


